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〔取組みの背景〕

「地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた技術試験」の取組み

自営無線の特長

① 周波数の地域専用利用
② 運用コストの経済性
③ 大ゾーン地域通信エリア

（全国移動は不適）
④ 設備投資、端末購入必要

（設備整備、無線免許）

〔自営無線に求められること〕

① IP接続、IoT通信サービスへの対応
② 整備（構築）しやすく、利用しやすい。
③ 通信サービス料金がかからない。(或いは安い）
④ 基地局、サーバー等のインフラ及び端末が安い。
⑤ 基地局等の管理と端末の整備・運用がしやすい。
⑥ 無線局の免許が得られ、運用が自由。

取組み 目 標 調 査 研 究 テ ー マ 検 討 課 題

2019年(R1)

東京
実 用 化
に向けた
調査検討

IoT・モビリティ社会に向けた一般業務用移動無線の有効
利用方策及び共用技術に関する調査検討

通信技術と利用方策
実用化への課題検討

2020年(R2)

大阪
一般業務用IoT無線の周波数有効利用に関する技術試験
検証

通信性能の試験検証
と活用方策等の検討

2021年(R3)

愛知
社会実証
に向けた
調査検討

地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた調査検討 地域ニーズ調査把握
ユースケースの検討

2022年(R4)

愛知
地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた技術試験
社会実証試験＋無線局の制度化（免許・周波数割当）

社会実証試験実施と
無線局制度化の検討

LoRa🄬通信技術と
共同無線

① 基地局の共同利用
② 地域ﾃﾞｰﾀ相互利用
③ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ同時運用
④ 広域移動にも対応

広域大ゾーン基地局IoT無線 （第1回技術試験） （第2回技術試験） （第3回技術試験）

基本性能・通信エリアの確認⇒アプリケーション機能の検証⇒社会実証試験公開



１．技 術 試 験 の 目 的 と 実 施 計 画

広域で一体的な生活・経済圏を形成する大都市部とその周辺、或いは地方都市部においてデータ移動
通信を活用して地域事業のDX（デジタル変革）に対応した車載系移動通信が求められ、効果的なデー
タ通信に対応した試験用IoTアプリケーションを提供し、経済的な地域共同利用型の自営IoT無線システ
ムの構築に向けた技術試験を行う。
LoRa通信技術を活用した地域自営IoT無線システムの社会実証に向けて、試験用IoT無線システムと
サービスアプリケーションを設計し、電波伝搬調査、通信機能の総合確認試験及び社会実証試験の３回
の技術試験を行う。加えて、当該無線局の制度化に向けた検討を行い、大ゾーンで地域共同利用する
IoT移動通信インフラの構築の実現性と周波数有効利用について検討し、その提言をまとめる。

地域自営IoT無線システムの技術試験実施計画

第 1 章 技術試験の目的及び実施計画
第 ２ 章 第１回技術試験の実施と実施結果
第 ３ 章 第２回技術試験に向けたシステム

構成と機能設計
第 ４ 章 総合技術試験実施状況報告
第 ５ 章 無線局制度化の検討
第 ６ 章 社会実証試験の実施報告
第 ７ 章 提 言

〔報告書の構成〕 〔 実 施 計 画 〕

IoT無線シス
テムの設計

疑似ｱﾌﾟﾘｹｰ
ｼｮﾝの設定

ソフトウウェ
ア機能設定

試験環境の
整備と実施

基地局通信
エリア確認

技術試験の
実施

無線局制度
化への検討

電波伝搬調
査とりまとめ

試験結果・
提言案の取
りまとめ

1 技術試験の目的と実施計画



効果的共同集配サービス

配送・集配・点検モニター
乗場向け自動配車

・オーダーに基づく自動通報

バス・タクシー乗継通報
行先バス停でのタクシー乗継予定を
通報し、乗継手配を自動確認する

オンデマンドタクシー
タクシー乗り場に設置した呼出端末から
オンデマンドタクシーを呼出配車

2018番で
お待ちの方！

運行配車MSG、
バス停通過発呼
オンデマンド・
乗継手配通知

通過検出情報発呼

タクシー配車
乗継通報

顧客乗車情報、通過検出情報

地域共同利用型
大ゾーン基地局

１ー１ 社会実証に向けた技術試験

○ 伝送・通信頻度の低い事業者の各業務アプリケーションで、効果的にデータ通信する地域共同利用型IoT無線システム

○オンデマンドやタクシーとの乗継などの複合的な運行移動支援、地域内集配点検など、移動体デジタル基盤の相互活用

地域共同利用型自営IoT無線による地域DX

400MHｚ帯一般業務用無線局の免許割当

○ オンデマンド交通、バス停通過表示、乗継手配などの移動支援

○ 地域内の多様な車両活用の基盤となるデジタル情報を相互活用

○ データ量・通信頻度の少ない車両動態情報を共用管理し相互活用

地域事業・活動を支える共同利用型の自営IoT無線システムの社会実証試験

周辺移動にも対応可能
それぞれの独自アプ
リケーションで同時通
信を実現

地域移動体デジタル
基盤の相互活用

ﾀｸｼｰ配車ｼｽﾃﾑ

目 的

無線局

幼児・学校・旅館混載バス

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=&url=https://takamatsu-taxi.com/?page_id%3D31&psig=AOvVaw2vLn8vM1yE6XCsnnREOcHX&ust=1536385011515936


東山タワー

【ＬoRa無線機】

【送受信空中線】

◼ 東山タワー（名古屋市）に技術試験用ＬｏＲａ無線機と空中線（送信１、受信２基）を設置

◼ 東山タワーに設置した基地局から電波を発射し、車両に搭載した移動局との通信試験を行うことで、

通信エリアの確認、電波伝搬調査等を実施。（7月28日、29日、8月23日に実施）

【調査したエリア】 名古屋駅周辺、日進市周辺、豊田・豊橋方面（移動局３局）

【基地局と移動局間の通信状況と車両走行の軌跡】

１－２ 社会実証に向けた第１回技術試験（電波伝搬調査と通信エリア確認）

第１回技術試験



◼ 日進市をフィールドに、市内循環コミュニティバス、タクシー、ゴミ収集車に、それぞれバスロケーションシステム、タクシー配
車システム、作業管理用システムの３種類の試験用アプリケーションを組み込んだ移動局を搭載し、複数のアプリケーショ
ンを動作させた場合でも支障なく利用できるかなどの技術適応性について確認を行う。 （11月29日、30日、12月1日予定）

１－３ 地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた第２回技術試験

第２回技術試験

＜アプリケーションの概要＞
✓ 市内8路線の233停留所の位置情報を登録し、発車及び停留所通過の際に手動・自動で

電波を発射させることで、当該バスの運行情報をリアルタイム管理。
✓ また、必要により指令台からの安全対策等のメッセージ表示を実現。

１．市内８路線バスのバスロケケーション

＜アプリケーションの概要＞
✓ 指令台で、空車タクシーの位置をアプリケーションで確認し、当該タクシーへの配車指令

（メッセージ受信）を実施。
✓ タクシーではブザーとともに行き先等のメッセージを表示し、車両の状態（空車→配車指令

→迎車→実車→支払→空車）を送信。

２．タクシー配車

＜アプリケーションの概要＞
✓ 市内1600を超えるゴミステーションの位置情報を登録し、ゴミ収集車の接近検出により

収集作業報告通知を自動で行い、運行及び作業進捗状況を管理。

３．ゴミ回収車の作業管理

【市内循環バス】

【ゴミ回収用のパッカー車】



東山スカイタワー 【ＬoRa無線機】

東方向け送受信空中線

◼ 東山スカイタワーの約80ｍ高に基地局と空中線（送信１、受信２基）を設営 ⇔ ３つの指令台

◼ 試験用アプリケーション：

① 路線バスの運行管理（発車、バス停通過通知等）：8路線バス8台に移動局搭載をダイヤ運行

② ゴミ収集車の収集作業モニター（ゴミ集積所の収集自動検知）：疑似パッカー車に移動局搭載

③ タクシー配車（移動局３局）：日進市内の3つの駅を待機拠点として、乗客を輸送

１－４ 試験用システム構成と基地局設営

IoT基地局



社会実証試験での３アプリケーション

空車

実車

支払

Aバス停通過

Bバス停通
過

Cバス停通過

１丁目

２丁目

３丁目

無線回線信号を
共通化して伝送

ステータス
情報を発呼
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１－５ １つの電波（基地局）で３つの同時運用を実現



項 目 区 分 諸 元 値 備 考

周波数 [MHz]
上り（移動局送信） 458.55MHz 二周波単信

下り（基地局送信） 450.55MHz 連続送信可能(FD)

占有周波数帯幅 [kHz] 125kHz以下

電波型式 125K G1D LoRa®変調チャープCSS

周波数拡散定数 SF 7

(128chip/symbol)

実効伝送速度 5.47kbps

誤り訂正符号化率 4/5 (オーバーヘッド1.25)

パケットペイロード
移動送信 ３２byte固定

基地局送信 可変(100byte以内)

出 力 [Ｗ]
移動局 5W(0.1, 1, 5) 低減可能(プログラム制御)

基地局 5W 低減可能

周波数偏差 3ppm以内 (1.38kHz以内)

スプリアス強度 2.5μW以下

通達距離 [km] 30km以上目標

受信感度 [dBm]
（基地局） -125dBm/1%PER目標 モジュールカタログ値

（移動局） -125dBm/1%PER目標 同上

使用空中線
（基地局）

（送信） 無指向性
(受信) 無指向性

受信塔頂増幅器使用

（移動局） (送受信) 無指向性 送受切換使用

１－６ 地域自営IoT無線の技術性能と搭載車両
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１－７ LoRa® ２W移動局の威力



１－８ ダイバーシティ効果の測定



１－９ ５W移動局の改善効果測定（基地局PC画面）



地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた技術試験

第２回技術試験実施状況報告
実施期日 令和4年11月30日（水）及び12月1日（木）

実施場所 名古屋市東山スカイタワー及び日進市周辺地域

目 的 地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた通信技術試験を行い、

地域共同無線の利便性及び周波数有効利用効果を実証するもの

試験内容 車両を使った３つのアプリケーションのよる同時通信実証試験

車両等 試験アプリケーション １１月２９日(火) １１月３０日 (水)リハーサル試験 １２月１日(木)実証試験

基地局
指令台

基地局（東山ﾀﾜｰより）IP接
続
日進市エコドーム展示室に

３指令台を設営

・基地局設営と
通信確認及び
受信状態調査
（愛知池南低部）

マイクロバスに
よる事前確認
（赤池駅往復）

同乗者等への
事前計画設営
と無線機説明

基地局移動局間通信
設営のうえ搭載持込

基地局ー移動局間
通信設定確認試験
（指令台ーIP接続）

基地局ー移動局間
通信設定確認試験
（指令台ーIP接続）

路線バス
〇市内巡回バス７路線（便乗）
〇日進中央線（試験ダイヤ）
（市役所ー赤池駅間往復）

走行試験、３モードの
アプリケーション検証 バスモード走行試験 ８つの路線バスモード、

パッカー車とレンタカー
による２ゴミ収集モード、
及３タクシー試験配車の
３アプリケーションによる
同時通信技術試験の実
現を目指す。

ご み
収集車

北西地区等の収集作業ﾓﾆﾀｰ
（可燃ゴミの収集作業管理）
実車（パッカー車）への搭載

レンタカーによるゴミ収
集モード事前走行検証
及びﾊﾟｯｶｰ車への取付

パッカー車1台による
ゴミ収集モード追加
レンタカーと2台走行

タクシー
配 車

市内３駅から無線配車輸送

（市内主要箇所への送迎）
タクシー３台による
配車ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ検証

待機→実車→支払
→休憩、配車指示
（基地局メッセージ）

２ 第２回技術試験（システム総合試験）



車両種別
実験試験局 同 乗 者

走行技術試験実施 スケ ジ ュ ール
10:00～ 11：30 12：30 14:00 15:00 15：30 16:00 駐車位置

路線コース 搭載無線局 同乗者/補助者 出 発 昼休憩 再出発 帰庫撤収 帰 庫

日進中央線
マイクロバス

ぜんじむ16

ぜんじむ30

高須/石原/江尻 10：52発 送迎中
視察試験 13:25出発

無線機
ANT撤収 送 迎

本庁舎横
大型駐車P

①赤 池 線
②米野木線
③三本木線
④梅 森 線
⑤五色園線
⑥岩 崎 線
⑦循 環 線

ぜんじむ17

ぜんじむ18

ぜんじむ19

ぜんじむ20

ぜんじむ21

ぜんじむ22

ぜんじむ23

江尻/服部
中島
内田
片桐
山本
足立(岩)

並木

１

10：39出発

10：05発又は11：18

11:30目途に
昼休憩
12:30～
無線機搭載

２
13:00出発

13:40出発

３
14:15発

15/55

無線機
ANT撤収

１日合計22便
に同乗し試験

循環線 ・藤森
線は中型バス

ゴミ収集①
ゴミ収集②

ぜんじむ24

ぜんじむ25

天池/足立
岡﨑

30日：10：15出発
１日：10:15再設営 日進衛生へ

ﾊﾟｯｶｰ車
無線積込

レンタカー
駅前返却

日進衛生事業
所で積込撤収

タクシー①
タクシー➁
タクシー③

ぜんじむ26

ぜんじむ27

ぜんじむ28

古山/斧田/石原
古家/

平/錦部/大河戸
10:00～出発 本庁休憩 ３駅待機

撤収
ﾀｸｼｰ帰社
展示室入

玄関先P1～P3

に待機

レンタカー ぜんじむ29

共通予備機
29日：RSSI検証 エコドーム待機

（ﾚﾝﾀｶｰ搭載で） 撤収
ﾚﾝﾀｶｰ店

11/30-12/1 第２回技術試験スケジュール

○太文字数字は移動局番号。 ミニバスは一斉に出発。
：枠矢印は、走行時間帯を示す。
：移動局29は共通予備、29日午後RSSI検証（ﾚﾝﾀ

ｶｰ）

①名鉄バスの日進中央線は、マイクロバスで市役所ー
赤池駅間（往復）を試験ダイヤで走行。
②一斉発車のミニバス７路線を２班でANT設営支援する。
③ゴミ収集車は、前後をレンタカーで代行し、パッカー車
搭載による通信試験は、30日15時取付ー1日15時撤去
ととした。
④借上げタクシー３台による仮想市内送迎（待機→実車
→支払→空車）を行った。

29日：基地局設営、試験、設営操作方法等のレクを行う。
午後：RSSI確認走行（愛知池南低地域）
循環線と藤森線は中型バスで運行

30日と１日の13:30～15:00に視察会（延1８名参加）

全体計画

ゴミ収集作業の進捗管理業務

パッカー車等に移動機を搭載し、市
内1600ヶ所の集積所を対象に

種別・曜日別収集作業を模擬した収
集作業検知管理を行った。

タクシー配車管理業務

市内の３駅を待機拠点として、市役
所、病院、学校、岩崎城、観光地、紅
葉ｽﾎﾟｯﾄ等への送迎（実車→空車、

休憩）を行った。（迎車メッセージを含
む。）



①ミニバスの後部右側座席窓よりケーブルを引き出し、屋根上に
アンテナをマグネット接着させる。
（GPSアンテナは、座席横の窓に貼付け）
➁バスが待機中に搭乗作業員1名が無線機、ポータブル電源、アン
テナを格納した紙袋（24×24×20センチ）を持込み、上部窓を少
し開け、アンテナケーブルを外に出し、外の脚立で待機している
別の作業員がマグネットアンテナを車上に張り付ける。
③同乗する試験作業員は１車１名とし、後部右端座席において通
信操作（無音声）を行う。

④作業連絡用無線機(イヤホンマイク使用)を所持させる。

電波試験中

小型無線機
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源

ミニバスへのアンテナ取付及び車内への作業員の乗込み （11月30日水、12月1日木）

【お願い】 29日午後：6路線への１回試乗とアンテナ装着1回試行
ミニバス乗車出発時刻は、10：52、13：00、14：15、15：30の4回まで

持込み機材の大きさ
24×24×H20cm
の紙バック1個のみ

外の作業員（脚立使用）が、
マグネットアンテナを張付け

後方右端座席を使用（着席）

▲後方右側の座席に着席
１名（小型無線機操作）

上面図

外の作業員（脚立使用）

同乗捜査員1名
（腕章）



日進市における社会実証試験 ３ バス運行管理アプリ

13:00７路線７台が一斉に出発

市役所前で待機するミニバス ・ アンテナ装着 ・ 日進中央線を模擬したマイクロバス

８路線運行表示
→

16

２－１



キャプチャー時刻： 1130130700

バスアプリケーション ４ 指令台画面 路線状態表示

路線名
発車バス停番号

バス宛メッセージ送信画面

バス停表示ダイアログを表示

運行バス情報

バス宛メッセージ送信記録

２－２



指令台画面（路線バス運行管理）１１/３０ 14：33   市役所を13:00に出発したバス停通過表示

２－３



キャプチャー時刻： 1130130700

バスアプリケーション １ 指令台画面

19

２－４



キャプチャー時刻： 1130130700

バスアプリケーション ２ 指令台画面 地図拡大

バス停 アイコン
路線で色分け

バス アイコン
進行方向を示す

20

２－５



キャプチャー時刻： 1130130700

バスアプリケーション ３ 指令台画面 路線状態表示

路線名
発車バス停番号

バス宛メッセージ送信画面

バス停表示ダイアログを表示

運行バス情報

バス宛メッセージ送信記録

21

２－６



キャプチャー時刻： 1130130700

1130130716
1130130718

バスアプリケーション ７ 全路線運行状況（遷移表示）

22

２－７



キャプチャー時刻： 1130130700

バスアプリケーション ４ 8路線運行表示（バス停通過）

23

２－８



キャプチャー時刻： 1130130700

バスアプリケーション １ 8路線運行表示（バス停通過）

24

２－９



14:35

15:02

２－１０



タクシー配車アプリケーション １ 指令台画面
キャプチャー時刻： 1201142600

メッセージ送信記録

26

３ タクシー配車



指令台画面（タクシー配車）１１月３０日 10：27 市役所に集結したタクシー車両３台（出発前）

３ー１
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３ー２



４ ゴミ収集アプリケーション 市内1600集積所の収集作業モニター

2月１日(水)プラごみ拠点収集・パッカー車に
移動局無人搭載

収集作業（集積所）を自動検知し、
地図上に作業完了を表示

29



ゴミ収集車アプリケーション 2 指令台画面

メッセージ送信記録

キャプチャー時刻： 1201140158

集積所番号、回収時
刻、総回収箇所

・ゴミ集積所の数：約1600箇所
・ごみ集積所に接近10mで、
「収集中」としたと検知する。

東郷美化センター

30

４－１ ゴミ集積所 市内に1600ヶ所



31

４－２ 集積所に接近停止で収集検知 （緑色に変色表示）
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４－３ 団地内の収集作業進捗モニター



（↑）４画面表示で同時通信状況をLIVE表示
３つの指令台の運用展示：バス停通過表示、ゴミ収集作業進捗モニター等の画面が並ぶ

タクシー配車

ゴミ収集車

バス運行管理

５ 日進市における社会実証試験 公開社会実証試験の実施模様

37



地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた技術試験

公開社会実証試験・調査検討会
実施期日 令和5年1月31日（火）～2月1日（水） （公開技術試験・調査検討会）
実施場所 名古屋市東山スカイタワー及び日進市民会館（指令台設営） ほか
目 的 地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた実証試験を公開で行い、

地域共同無線の利便性及び周波数有効利用効果を社会実証するもの
試験内容 IoT無線システムによる３つの通信アプリケーションの同時実証試験

時 間 主な試験スケジュール １/３０準備 １月３１日（火）ﾘﾊｰｻﾙ ２月１日 公開試験 ２月１日 調査検討会

午 前
11:00

基地局設営（東山ﾀﾜｰ）IP接続
２階視聴覚室に指令台設営
10:39 バス等便乗事前試験

東山休園日
市民会館休
ｴｺﾄﾞｰﾑ休

基地局設営（東山ﾀﾜｰ）
通信確認

指令台設営（市民会館）

パッカー車電源確認基
地局指令台開局

10:39バス試験走行

基地局ー移動局間
通信設定確認試験
（指令台ーIP接続）

12：30

13：00

〇搭載準備、送迎視察開始
〇巡回バス・タクシー出発
○パッカー車搭載作業ﾓﾆﾀｰ

名古屋集合
機材等調達

赤池駅送迎視察開始
バス・ﾀｸｼｰ同乗出発
ﾘﾊｰｻﾙ岡田先生説明

赤池駅送迎視察開始
全バスタクシー出発
公開試験説明ｽﾀｰﾄ

検討会委員送迎
公開試験視察会
（2階視聴覚室）

14：00 ２/１（水）全域プラごみ収集日
レンタカーで疑似収集デモ
μBUS送迎兼・日進中央線

機材等搬送
HC買出し
（弁当発注）

14:15発：バス同乗試験
タクシー配車ﾒｯｾｰｼﾞ
パッカー車への取付

公開試験→検討会
14:15最終試験走行

調査検討会開会
（2階談話室）

15:00

16:00

16:30

17:00

（駅前ﾚﾝﾀｶｰは要検討）

閉局・片付け又は保管撤収
会場設営・現状復帰・撤収
マイクロバス出発→千種

移動機試験
機材等搬入

(展示室）

15：15  リハーサル終了
取外し→展示室保管
指令台・基地局閉局
検討会会場設営

15:15以降試験終了
パッカー車取外し
機材撤収、基地撤収
会場現状復帰・積込
ﾚﾝﾀｶｰ出発→会館→

調査検討会終了
撤収積込・現状復帰
μBUS出発→会館→

報
道
対
応

５－１



車両種別 無 線 局
同 乗 者 10:00～ 11：30 12：30 14:00 15:00 15：30 16:00 駐車位置

路線コース 搭載無線局 同乗者/補助者 出 発 昼休憩 再出発 帰 庫 (移動)

日進中央線
マイクロバス

ぜんじむ16

ぜんじむ30

平
31大河戸/1日:石原

10：52発
13:25出発

東山経由
ﾒﾙﾊﾟﾙｸへ

本庁舎横
大型駐車P

①赤 池 線
②米野木線
③三本木線
④梅 森 線
⑤五色園線
⑥岩 崎 線
⑦循 環 線

ぜんじむ17

ぜんじむ18

ぜんじむ19

ぜんじむ20

ぜんじむ21

ぜんじむ22

ぜんじむ23

江尻
中島
内田
片桐
山本
足立岩雄
藤城

１
10：39出発

10：05又は11：18

11:30目途
に昼休憩
12:30まで

２
13:00出発

13:40発

３
14:15

15 55

閉局撤収

玄関先の
待機場

先頭(中型)

後ミニバス

ゴミ収集①
ゴミ収集②

ぜんじむ24

ぜんじむ25

天池
足立尚史

レンタカー出発
早朝出発済み

前日取付済
（日進衛生）

31日ﾚﾝﾀｰ 日進衛
生取付

ﾊﾟｯｶｰ車
無線積込

1日ﾊﾟｯｶｰ車
無線機撤収

タクシー①
タクシー➁
タクシー③

ぜんじむ26

ぜんじむ27

ぜんじむ28

池田
古家
高田

11:00～出発 本庁休憩 駅待機 撤収
ﾀｸｼｰ帰社

展示室に
搬入

庁舎入口

P1P2P3

ﾚﾝﾀｶｰ①
ﾚﾝﾀｶｰ②

ぜんじむ29

共通予備機
高須（ｼｴﾝﾀ）
岡﨑（ﾀｳﾝﾗｲﾄ）

エコドーム待機
（ﾚﾝﾀｶｰ搭載） 撤収

東山又は
ﾒﾙﾊﾟﾙｸへ

1/31-2/1 公開社会実証試験全体スケジュール

○太文字数字は移動局番号。 ミニバスは一斉に出発。
：枠矢印は、走行時間帯を示す。29日午後RSSI検証
：移動局29は共通予備、29日午後RSSI検証（ﾚﾝﾀｶｰ）

①名鉄バスの日進中央線は、試験ダイヤとし、マイクロ
バスで市役所ー赤池駅間の往復試験路線とする。

②一斉発車のミニバス６路線を２班でANT設営支援する。
③循環線は、②より遅れて次のダイヤで出発する。

④ゴミ収集車は、前後をレンタカーで代行し、パッカー車
搭載による通信試験は、31日15時取付ー1日15時撤去
とし、その前後はレンタカーによる収集作業とする。

30日：機材を展示室へ搬入・移動機材並べ、操作レク
（福地、石岡、岡﨑、高須、並木、平、藤代、高田）

ﾚﾝﾀｶｰ①：名古屋駅→協会→総通局→日進ｴｺﾄﾞｰﾑ（弁当屋）
ﾚﾝﾀｶｰ➁：名古屋駅→協会→ﾚﾝﾀﾙ屋→日進ｴｺﾄﾞｰﾑ（ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ）

５－２



社会実証試験の車両稼働状況

40

地域自営IoT無線局

路線バス
巡回バス７台
名鉄バス１台模擬車

ゴミ収集車２台
タクシー３台
＋マイクロバス１台

共通予備機１台

５－３



効果的共同集配サービス

配送・集配・点検モニター
乗場向け自動配車

・オーダーに基づく自動通報

バス・タクシー乗継通報
行先バス停でのタクシー乗継予定を
通報し、乗継手配を自動確認する

オンデマンドタクシー
タクシー乗り場に設置した呼出端末から
オンデマンドタクシーを呼出配車

2018番で
お待ちの方！

運行配車MSG、
バス停通過発呼
オンデマンド・
乗継手配通知

通過検出情報発呼

タクシー配車
乗継通報

顧客乗車情報、通過検出情報

地域共同利用型
大ゾーン基地局

地域自営IoT無線システムの社会展開

○ 伝送・通信頻度の低い事業者の各業務アプリケーションで、効果的にデータ通信する地域共同利用型IoT無線システム

○オンデマンドやタクシーとの乗継などの複合的な運行移動支援、地域内集配点検など、移動体デジタル基盤の相互活用

地域共同利用型自営IoT無線による地域DX

400MHｚ帯一般業務用無線局の免許と割当

○ オンデマンド交通、バス停通過表示、乗継手配などの移動支援

○ 地域内の多様な車両活用の基盤となるデジタル情報を相互活用

○ データ量・通信頻度の少ない車両動態情報を共用管理し相互活用

地域事業・活動を支える共同利用型の自営IoT無線システムの社会実証事業

周辺移動にも対応可能
それぞれの独自アプリ
ケーションで同時通信
を実現

地域移動体デジタル
基盤の相互活用

ﾀｸｼｰ配車ｼｽﾃﾑ

目 的

無線局

幼児・学校・旅館混載バス

６－１
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導入普及展開に向けた課題

○ 地域自営IoT無線システムの目的と役割

⇒ 全国どこでも、誰もが取組める地域DXの推進役

○地域の連携と相互支援を実現する共同無線パートナー

○電波利用の推進と有効利用を実現する社会貢献支援策

６－２

〔導入普及展開に向けた課題〕

第１ 無線局の免許制度化の実現と周波数割当

第２ 地域自営IoT無線システムの周知呼びかけと導入支援

第３ 地域移動通信インフラである大ゾーン共同基地局と
安定したインフラ運営体制の確保

提 言



昨年度の報告書で提起したシステム設計及び制度化方策

５．１ 地域自営IoT無線の利用効果

５．２ 周波数有効利用方策の検討

本調査検討は、地域社会における交通や車両による地域事業活動のDX化を図るため
効果的かつ経済的な地域自営IoT無線局の制度化を図るため、ユーザーの利便性ととも
に地域周波数の有効利用を念頭に置いて調査検討を行った。
そのため本IoT無線システムの構築運営が経済的であるとともに、その利用頻度に見
合った効果的データ通信活用が可能となるIoT無線局の制度化について、地域ニーズに
沿ったシステム設計及び周波数有効利用方策の検討を行った。

同一周波数を使用する大ゾーン
基地局間の距離(70km以上)を考慮
した繰返し配置計画とすることが
必要。
すなわち、同一周波数を詰めて

配置するのではなく、隣接エリア
には、隣接チャンネル又は次隣接
チャンネルを配置しながら、長距
離間隔での同一波繰返し配置とす
ることが、トータルとして周波数
の有効配置となる。

名 屋市  に大ゾーン基地局を
設置した 合の周波数配置
 隣接局は、  、  、  

     ーン
   



広域(大ゾーン)で豊かな通信資産価値を持つ電波塔を活かして、

地域に一つの電波と地域IoT 無線システムを共同して

多様な独立業務アプリケーション(通信機能)の

同時運用を効果的かつ経済的に実現

車両数と通信頻度が限られた地方都市･小規模地域事業者向け
経済的に安心して活用できる地域共同利用型IoTデジタル無線

電波塔･共同無線協会等が構築･サービス提供する
移動通信基盤構築･地域DX化を支援施策を活用して

６－３  域自営IoT無線システム＋  ーン電波塔の活用
 域DX と周波数有効利用を図る

44



効果的、経済的な地域自営IoT無線の共同利用

地域社会のDX化・地域課題解決を支援する電波塔

地域自営IoT無線システムの社会実証に向けた技術試験

2023.3

一般社団法人 全国自動車無線連合会
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